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会 長 あ い さ つ

　本年₁月₁日、M7．6最大震度₇の能登半島地

震により大規模災害となり、津波や大火災、土砂

崩れ、液状化による道路、上下水道、浄化槽の被

害が多数発生しました。翌日から環境省との情報

交換と復旧対応が始まり、全国浄化槽団体連合会

として、富山県浄化槽協会として、富山県環境保

全協同組合とも連絡をとりながら現在も対応が続

いています。地震によって通常の生活における重

要なインフラである上下水道、浄化槽が液状化に

よる被害で長期に渡って使えない状態になりまし

た。輪島市など₆市町の下水道管においては、

５２％が流れなくなり、最も深刻な珠洲市は９４％が

液状化で被災しました。浄化槽も災害に強いと言

われていましたが、これまでに無い被害を受けて

います。半年過ぎても被災率が報告できない状況

です。それは、正確な台帳が作られていないこと

や、無届け、無管理が多いことも復旧を遅らせて

いる原因です。いくつかの市町においては、下水

道をやめて浄化槽整備に転換を決めています。

元々人口減少が始まっていて、この災害により人

口転出が加速している中で復旧しても下水道事業

の運営が困難になり財政破綻の恐れがあります。

　このたびの震災対応において、この経験を無駄

にしないためにも、検証しておく必要があり、しっ

かりまとめた提言書を作成します。また、震災の

現場において支援活動や被災調査活動に関わった

人から現場の状況や今後の対策などの意見を聞か

せてもらうシンポジウムを開催したいと考えてい

ます。これから必要なこととしてまずは中部地区

の浄化槽関係団体が行政も含めて災害支援協定を

結んでおくことが必要だと考えています。その前

に富山県において災害時の細かい対応や浄化槽整

備においても生活排水処理について考える協議会

を設置することが必要です。

　全浄連では、「水環境を守ろう、単独処理浄化

槽から合併処理浄化槽への転換」をスローガンに、

浄化槽の信頼向上を目指しながらの事業に取り組

んでいます。現在、全国で人口減少が進んでいま

すが、生活排水処理のためには適材適所で費用対

効果を考え、下水道と浄化槽の役割分担が大切で

す。また、どちらを使って処理していても利用者

の負担は平等でなくてはいけません。

　全浄連においては、₁年をかけて生活排水処理

における浄化槽の役割を検討し、現状と課題、対
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策について意見を出して「浄化槽ビジョン2024」

を作成しました。富山県においても次年度の事業

や中期、長期計画作成のためにも現状を把握し、

職員が安心して働ける環境づくりも含めて対策を

具体的に考え、浄化槽業界の長期ビジョンも必要

だと思います。

　富山県の美しい名水を守るために、森里川海の

循環力を支える浄化槽の魅力を高め、浄化槽の活

用に大きく舵を切るべく、人口減少社会における

生活排水対策はどうあるべきか、積極的に提案し

ていきます。環境省、全浄連において、低炭素社

会、循環型社会そして自然共生社会の構築が大切

だと言われています。低炭素社会対応型浄化槽整

備推進事業に取り組み、現在、３０人槽以上の既設

合併処理浄化槽の CO₂排出抑制省エネ化を図る

事業を推進しています。これまで全浄連では何度

か対応をしていることですが、人口減少地域の下

水道や農業集落排水の処理地域の浄化槽への転換

を検討する市町村へのコンサルタント業務の対応

が必要とされるようになると考えています。富山

県においても一度相談を受け、対応しました。全

浄連を窓口にコンサルタント業務も対応していき

ます。

　浄化槽法の改正により、台帳整備やデジタル

データの活用、法定検査の受検率向上、特定既存

単独処理浄化槽の対策、浄化槽設備士の技術向上

と現場の資格者把握などを目的として、設備士の

登録更新制度の創設や定期研修制度、受験資格の

緩和など、多くの課題について検討しています。

来年の通常国会において法改正がおこなわれると

思いますが、これも浄化槽の信頼向上に繋がるこ

とだと思います。

　単独処理浄化槽の時代には、浄化槽は下水道が

整備されるまでの処理施設と考えられていました

が、今は適材適所で下水道と同等の役割を持つイ

ンフラと考えられています。これまで以上に災害

対策を考え、技術や信頼の向上を推進していくこ

とが大切です。

　県協会の役員として43年、会長として10年、全

浄連会長として₆年になりました。今後とも「環

境にも財政にも優しく、災害に強い浄化槽の普及

促進」のため、会員や職員の皆さんと協力し、信

頼される浄化槽推進のために県協会の課題につい

てしっかり方向をだして、明日のために、未来の

ために浄化槽を発展させて行きます。
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上田会長 栗林議長

ご来賓、受賞者

総会会場

第１２回定時総会・記念講演の開催
日時：令和₆年₆月₄日（火）午後₃時　会場：富山国際会議場₂階多目的会議室

◎定時総会記念講演
　総会に先立ち、午後₂時から特定非営利法人日

本トイレ研究所　代表理事　加藤 篤氏を講師に

招き、「自宅でも避難所でも困らないトイレ対策」

について記念講演を開催しました。

� （本紙₅頁に掲載）

◎第12回定時総会
　総会は、冒頭の上田会長あいさつの後に行われ

た表彰式において、功労者₃名及び優良技術者

₅名に対し、表彰トロフィが贈呈されました。

� （本紙₇頁に掲載）

　次に、ご来賓の富山県知事（中島生活環境文化

部参事（代読））、山本富山県議会議長及び富山県

合併処理浄化槽普及促進協議会会長（舟﨑富山市

環境部長（代読））からご祝辞をいただき、続いて、

ご臨席の来賓紹介と祝電披露がされました。

� （本紙₄～₆頁に掲載）

　議事は、栗林卓也氏（㈱西原ネオ）を議長とし

て進められ、決議事項₁は、満場一致で原案のと

おり承認可決されました。

　決議事項₂については、今年が任期満了に伴う

役員改選の年にあたることから、議長は本総会の

中で立候補者がいないことを確認し、₅月17日開

催の第₁回定例理事会で承認され、₆月₄日開催

の審議委員会で適正と報告された候補者案により

採決を行ったところ賛成多数で承認され、理事

19名、監事₂名が選任されました。

定時総会　出席者：79名
�《出席25名、議決権行使書22名、委任状32名》

【決議事項】
₁　令和₅年度事業報告及び決算の承認について
₂　令和₆年度・₇年度　理事及び監事の選任
について

【報告事項】
₁　令和₆年度　事業計画の件
₂　令和₆年度　収支予算の件

◎第₁回臨時理事会
　総会終了後、第₁回臨時理事会が開催され、新

役員及び支部長が決定しましました。

� （本紙₈頁に掲載）
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祝　辞
富山県知事

新　田 　八　朗

　本日、公益社団法人富山県浄化槽協会

の第12回定時総会が、盛大に開催されま

すことを、心からお祝い申しあげます。

　上田勝朗会長をはじめ、会員の皆様に

は、本県の公衆衛生の向上と生活環境の

保全に力を尽くしていただいており、厚

くお礼申しあげます。

　また、表彰を受けられました皆様には、

誠におめでとうございます。皆様の多年

にわたるご功績に、深く敬意を表します

とともに、今後とも、一層ご活躍いただ

きますようお願い申しあげます。

　さて、元日に発生した能登半島地震で

は、県内でも液状化による浄化槽本体の

浮上や配管の破損等の被害が発生しまし

た。会員の皆様には、いち早く被災浄化

槽の確認・点検や応急措置などに当たっ

ていただき、おかげさまで、被害状況を

迅速に把握でき、被害が軽微な場合は機

能の確保が図られました。

　県西部では今もなお復旧作業が続いて

いますが、県では浄化槽の復旧のための

補助金の拡充を行ったところであり、被

災者の皆様の一日も早い生活再建に向け

て、引き続き市町村や関係の皆様と連携

して取り組んでまいります。

　また、今回の地震を教訓として、県と

しては、貴協会との協定に基づく災害時

連携がさらに円滑に進むよう検討を行う

など、関係機関が一体となって災害時へ

の備えを強化しています。

　今後とも、長年の課題である単独処理

浄化槽から合併処理浄化槽への転換や適

正な維持管理など、浄化槽の信頼を高め

るための取組みを進めてまいりますの

で、ご支援とご協力を賜りますようお願

い申しあげます。

　結びに、公益社団法人富山県浄化槽協

会の限りないご発展と、皆様のますます

のご健勝、ご活躍、ご多幸をお祈り申し

あげまして、お祝いの言葉といたします。
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祝　辞
富山県議会議長

山　本　　　徹

　公益社団法人富山県浄化槽協会の第12
回定時総会の開催に当たり、県議会を代
表して一言お祝いの言葉を申し上げま
す。
　上田会長さんをはじめ会員の皆様方に
は、日頃から本県の公衆衛生の向上、生
活環境の保全に多大なご尽力をいただい
ております。また、本年１月１日に発生
した能登半島地震による被災施設の復旧
につきましても、迅速な対応をいただい
ているところです。深く敬意を表すると
ともに、心より感謝申し上げます。
　また今ほど、栄えある表彰をお受けに
なられました皆様方には、誠におめでと
うございます。改めて心からお祝い申し
上げますととともに、今後ともますます
ご活躍されますことをご期待申し上げま
す。
　さて、富山県は、「水の王国とやま」
と言われるように、良質で豊富な水資源

に恵まれており、今後ともこの素晴らし
い水環境を守り、次世代に引き継いでい
くことが極めて重要であります。
　皆様方におかれましては、浄化槽の法
定検査や保守点検、浄化槽に関する知識
の普及啓発などを通して、公衆衛生の向
上や県民の幸せの基盤である豊かで清ら
かな水環境の保全に、引き続き、お力添
えをいただきますようお願い申し上げま
す。
　県議会といたしましても、県民の皆様
が安心して暮らせる、健康的な生活環境
のさらなる充実に取り組んでまいる所存
であります。
　結びに、公益社団法人富山県浄化槽協
会の一層のご発展と、会員の皆様方の更
なるご健勝、ご活躍、ご多幸を心から祈
念いたしまして、お祝いの言葉といたし
ます。

第12回定時総会記念講演
　₆月₄日（火）午後₂時から定時総会会場にお

いて記念講演を開催しました。

　講師には、特定非営利法人日本トイレ研究所の

代表理事　加藤 篤氏をお迎えし、「自宅でも避難

所でも困らないトイレ対策」についてご講演いた

だきました。

　阪神・淡路、東日本、熊本、能登半島と何度災

害に見舞われても、避難所におけるトイレ事情は、

一向に改善されることがない現状や時間の経過と

ともに変化していく避難所での需要など現地取材

をもとに、ユーモアを交えてわかりやすくお話し

くださいました。今後起こりうる災害への備えな

ど、学びの大きな内容でした。
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祝　辞
富山県合併処理浄化槽普及促進協議会

会　長　藤　井　裕　久（富山市長）

　貴協会におかれましては、日頃から、
浄化槽技術の向上や浄化槽の普及啓発に
ご尽力されておられますことに心から感
謝申し上げます。
　また、今ほど、栄えある表彰をお受け
になられました皆様方には、誠におめで
とうございます。長年のご尽力と多岐に
わたるご功績に対し、深く敬意を表しま
すとともに、今後もより一層ご活躍され
ますことをご期待申し上げます。
　さて、元日に発生した能登半島地震で
は、県内自治体において家屋の倒壊をは
じめ液状化による家屋の損壊やブロック
塀の倒壊など多くの被害があったところ
であり、被災されました方々に、改めて
お見舞いを申し上げますとともに、本県
のみならず能登地方の被災自治体への復
旧・復興に向けた支援を行われました貴
会をはじめ関係の皆様方のご尽力に対
し、深く敬意と感謝の意を表する次第で
あります。
　さて、私たちが住む富山県は、立山連
峰をはじめとした急峻な山々に源を発す
る大小300余りの河川が流れ、地下水も
豊富で様々な日常生活において、大きな
恩恵を受けているところであります。
　この素晴らしい環境を、後世に引き継
いでいくことは、私たちに課せられた責
務であると考えております。
　ご承知のとおり、合併処理浄化槽は、
下水道と同等の汚水を処理する能力を有
し、比較的安価で短期間に設置できると
いう経済性・効率性において優れた設備
であります。
　また、下水道が整備されない山村・中

山間地等の人口散在地域などにおいて
も、生活環境を保全する上で効率的で大
変重要な役割を果たす設備であります。
　さらに、先の能登半島地震により、停電
や断水といった水道管や下水道管の破損
など、ライフラインに多くの被害があっ
た中で、災害に強い合併処理浄化槽の有
用性が再認識されたところであります。
　その合併処理浄化槽を含む富山県の
「汚水処理人口普及率」は、貴協会をは
じめ、このことに携わる皆様のたゆまぬ
努力によりまして、令和₄年度末で県の
全人口の97．7％と、前年度より0．1ポイ
ント上昇し、全国で第₈位、東海・北陸
地区においては第₁位の状況が続いてお
ります。
　一方、県内には、約2万4千人もの方々
が生活排水を処理しない単独処理浄化槽
等を使用されている状況となっており、
急速に進む超少子高齢化などから、合併
処理浄化槽への転換が必ずしも円滑に進
んでいないのもまた現状であります。
　私ども富山県合併処理浄化槽普及促進
協議会といたしましては、県民の財産で
ある河川の環境を守り将来へ引き継いで
いくため、今後も合併処理浄化槽の普及
に努めてまいりたいと考えておりますの
で、引き続き貴協会並びに会員の皆様の
より一層のご支援、ご協力を賜りますよ
うお願い申し上げます。
　結びになりますが、上田会長をはじめ、
貴協会のますますのご発展と、会員の皆
様方そして本日ご列席の皆様方のご健勝
とご多幸をお祈り申し上げまして、祝辞
といたします。
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　令和₆年₆月₄日に、公益社団法人富山県浄化槽協会　会長表彰が行われ、次の方々が受賞されました。

　受賞されました皆様には、心からお喜び申しあげますとともに、今後ますますのご活躍をお祈り申し

あげます。

　令和₆年₆月28日に東京都で開催された一般社

団法人全国浄化槽団体連合会第12回定時総会にお

いて、次の方々が会長顕彰、会長表彰を受賞され

ました。

島　　　和　也（株式会社 シマキュウ）

島　　　尚　之（株式会社 高岡市衛生公社）

山　口　康　夫（株式会社 アムテック）

島　　　正　己（株式会社 アムテック）

佐々木　隆　輔（ニッコー株式会社）

� ＊石川県浄化槽協会推薦

栗　林　卓　也（株式会社 西原ネオ）

岡　崎　孝　信（株式会社 日本クリーン）

桑　田　一　政（有限会社 八尾衛生）

南　道　史　郎（新高清掃 株式会社）

堀　田　　　幹（公益財団法人富山市生活環境サービス）

吉　野　　　武（有限会社 朝日衛生社）

 （五十音順）

会長表彰を受賞された方がた功労者表彰受賞者

栗林　卓也 氏

（公社）富山県浄化槽協会 会長表彰

（一社）全国浄化槽団体連合会 会長表彰

功 労 者 表 彰

会長顕彰（大臣表彰受賞者）

会 長 表 彰

優良技術者表彰
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令和₆年度・₇年度 役員及び顧問の紹介
　役員の任期満了に伴い、令和₆年₆月₄日開催の第12回定時総会及び₇月26日開催の臨時総会におい

て、理事及び監事が選任されました。また、総会終了後に開催した第₁回と第₃回臨時理事会において、

会長・副会長・専務理事が選定され、顧問及び支部長が選任されました。

　皆さんよろしくお願いします。

■令和₆年度　環境省補助事業

「二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金」について
（浄化槽システムの脱炭素化推進事業）

　今年度の「二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金」の公募期間は

11月29日までとなっております。

　詳しくは、当協会事務局へお問合せください。

　または、執行団体である「一般社団法人全国浄化槽団体連合会」の

ホームページをご覧ください。

全浄連HP　https://www.zenjohren.or.jp/decarbon.html

公益社団法人富山県浄化槽協会　令和₆年度・₇年度　役員・顧問・支部長
�（理事21名、監事₂名、顧問₁名）

※印は新任理事・監事� � （三役以外は五十音順）

役職名 氏　名 所　属　名

会 長 　上　田　勝　朗 ㈱黒東アメニテイ公社

副 会 長 　五十嵐　郁　夫 アムズ㈱

副� 会� 長 　廣　瀬　和　夫 ㈱魚津清掃公社

専務理事 ※熊　野　　　真 （公社）富山県浄化槽協会

理 事 ※赤　壁　博　之 ㈱アムテック

理 事 ※稲　場　智　久 環研令和㈱

理 事 　大　谷　弘　行 大谷工業㈱

理 事 　蔵　谷　広　幸 ㈱ハウステック

理 事 　栗　林　卓　也 ㈱西原ネオ

理 事 　佐々木　隆　輔 ニッコー㈱

理事・富山支部長 　島　　　和　也 ㈱シマキュウ

理事・高岡支部長 　島　　　尚　之 ㈱高岡市衛生公社

役職名 氏　名 所　属　名

理事・砺波支部長 　嶋　田　仁　司 砺波住設㈱

理 事 　鈴　木　保　二 （公社）富山県建築士会

理事・新川支部長 　竹　林　　　悟 富山県環境保全協同組合

理 事 ※原　野　　　誠 ㈲クリーンアクト砺波

理 事 　氷　見　文　男 ㈱氷見工業所

理事・中部支部長 　廣　瀬　　　淳 ㈱公生社

理 事 　藤　村　勝　詞 （公財）富山市生活環境サービス

理 事 　前　沢　　　昭 富山県浄化槽協同組合

理 事 　元　井　健太郎 北陸フジクリーン㈱

監 事 ※西　田　泰　弘 ㈲西田環境保全センター

監 事 　矢　竹　　　晃 北陸藤吉工業㈱

顧 問 　島　　　小　一 元会長
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理　事　会　の　開　催

【決議事項】
₁　令和₆年度事業計画（案）の承認の件
₂　令和₆年度収支予算（案）の承認の件
₃　第12回定時総会招集の承認の件
₄　定年退職者と再雇用の承認の件
【報告事項】
₁　会長及び専務理事の業務執行状況について
₂　会員に関する事項
₃　二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金の実施状況につい

て
₄　令和₆年能登半島地震の被害、見舞金、被災した浄化槽の復

旧に向けた支援等について　他

◎令和₅年度　第₂回定例理事会

 《理事13名､ 監事₁名出席》

◆令和₆年₃月22日（金）富山商工会議所ビル

　第₂回定例理事会が開催され、決議事項は全て

原案どおり承認され、令和₆年度の事業計画と収

支予算が決定しました。

　また、₁月₁日に発生した能登半島地震の被害

状況調査等について報告がありました。

【【決議事項】
₁　令和₅年度事業報告（案）及び決算（案）の承認について
₂　令和₆年度・₇年度理事及び監事の候補者の承認について
₃　令和₆年度・₇年度各委員会委員及び支部長の候補者の承

認について
₄　会長表彰の被表彰者の決定について
₅　第12回定時総会に付すべき議案及び開催方針の承認につい

て
₆　令和₆年度補正予算（案）の承認について
【報告事項】
₁　監査結果について
₂　全浄連からの能登半島地震に伴う『見舞金』について　他

◎令和₆年度　第₁回定例理事会

 《理事14名､ 監事₁名出席》

◆令和₆年₅月17日（金）富山商工会議所ビル

　第₁回定例理事会が開催され、令和₅年度の事

業報告及び決算（案）、任期満了に伴う役員、委

員会委員候補者等について審議され、異議なく、

決議事項は全て原案どおり承認されました。

【決議事項】
₁　令和₆年度・₇年度会長、副会長及び専務理事の選定並び

に顧問の選任について
２　令和₆年度・₇年度支部長の選定及び各委員会委員の選任

について

◎令和₆年度　第₁回臨時理事会

� 《理事14名､ 監事₂名出席》

◆令和₆年₆月₄日（火）富山国際会議場

　第12回定時総会終了後、第₁回臨時理事会が開催

され、決議事項は全て原案どおり承認されました。

正副会長と支部長、顧問は再任され、専務理事の

寺井事務局長の退職届が提出されたことにより専

務理事は空席とされました。
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【決議事項】
₁　新規職員採用の承認について
₂　令和₆年度　第₁回臨時総会招集の承認について
₃　令和₆年度・₇年度新たな理事候補者の承認について
₄　令和₆年度・₇年度総務・法定検査運営・精度管理の各

委員会の新たな委員候補者の承認について
【報告事項】
₁　給与規程の改正について

【決議事項】
₁　令和₆年度・₇年度専務理事の選定について
₂　令和₆年度・₇年度総務・法定検査運営・精度管理の各委

員会の新たな委員の選任について

◎令和₆年度　第₂回臨時理事会　書面表決

 《理事19名全員が賛成､ 監事₂名の異議なし》

◆令和₆年₇月10日（水）協会事務局

　第12回定時総会において、定数21名のうち19名

の理事が決定しましたが、新たに₂名の理事を追加

選任するために、書面表決による第₂回臨時理事会

を開催したところ、すべての議案について、理事

19名全員から書面により同意の意思表示があった

◎令和₆年度　第₃回臨時理事会

� 《理事11名､ 監事₂名出席》

◆令和₆年₇月26日（金）富山商工会議所ビル

　第₁回臨時総会終了後、第₃回臨時理事会が開

催されました。

　決議事項は全て原案どおり承認され、空席となっ

ていた専務理事が選定されました。

【専務理事】　熊　野　　　真

� （公益社団法人富山県浄化槽協会）

専務理事　就任のご挨拶

公益社団法人富山県浄化槽協会
　　　　専務理事・事務局長
 熊　野　　　真

　県民の健康づくりの中核拠点施設「とやま健

康パーク」を管理運営する富山県健康づくり財

団から、₇月₁日付けで、県民の健康な暮らし

を支える富山県浄化槽協会の事務局へ参りまし

た。

　どちらも新田知事が推進する県民のウェル

ビーイングに重要な役割を果たしている公益団

体ですが、とりわけ、浄化槽を適正に維持管理

していくことは、「水の王国とやま」を守り、

生活環境の保全と公衆衛生の向上を通じて快適

な県民生活を維持していくうえで、たいへん重

要なことと存じます。

　今後ますます高齢化、過疎化が進む中、どこ

に住んでも快適な生活環境のもとで暮らせるよ

うにするには、浄化槽をはじめとする生活排水

処理施設の維持更新を適切に行っていくことは

もとより、それらに必要な費用負担の公平を図

ること、水環境保全の大切さと生活排水処理へ

の県民の理解をより深めていくことが大きな課

題であると考えます。

　全浄連会長としてもご活躍されている上田会

長をはじめ協会員の皆様のもと、県や市町村、

関係団体との連携を一層強化して、事業の推進

に努め、県民のウェルビーイングの向上を図っ

てまいりたいと存じます。

　協会の事務局を預かる者として、職員が日々

働きやすい職場づくりに努めるとともに、協会

員の皆様のご活躍を下支えし、富山県浄化槽協

会のさらなる発展に微力ながら力を尽くしてま

いりたいと存じますので、どうぞよろしくお願

い申しあげます。

ので、定款第33条第₂項及び一般社団法人及び一

般財団法人に関する法律第96条の規定に基づき、

理事会の決議があったものとみなされました。
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令和₆年₁月からの主な事業活動状況

▪令和₅年度▪

◆第₁回法定検査運営委員会《富山県民会館》

　₂月15日（木）14：00 ～

　（₁）　令和₄年度法定検査実施結果及び令和５年度法定検査

の進捗状況について

　（₂）　令和₆年度事業計画（案）及び法定検査実施計画（案）

について

　（₃）　第11条検査の受検促進について

◆浄化槽の法定検査に関する全国会議《Ｗｅｂ会議》

　₂月19日（月）14：00 ～

　（₁）　法定検査の受検率向上に向けた取り組みについて

　（₂）　循環型社会形成推進交付金について

◆第₂回総務委員会《富山商工会議所ビル》

　₃月₇日（木）15：00 ～

　（₁）　令和₅年度事業報告（見込み）について

　（₂）　令和₆年度事業計画（案）・収支予算（案）について

　（₃）　令和₅年度第₂回定例理事会の開催について

　（₄）　第12回定時総会の開催について　他

◆機関誌「浄化槽とやま」第95号を発行

　₃月12日（火）

◆行政との情報交換会《富山商工会議所ビル》

　３月22日（金）13：30 ～

　・　出席者：役員等20名、行政₅名　　計25名

　・　県環境政策課今多技師から「浄化槽行政の動向について」の講話のあと、情報交換を実施。

　　なお、例年「行政との情報交換会」の後に開催していた「新春懇親会」は中止。

◆第₂回定例理事会《富山商工会議所ビル》

　₃月22日（金）15：00 ～（本紙₉頁に掲載）

◆浄化槽法指定検査機関東海北陸ブロック協議会　第₃回検査員連絡会《愛知県名古屋市》　

　₃月28日（木）13：00 ～

▪令和₆年度▪

◆支部担当者会議を開催《富山商工会議所ビル》

　₄月11日（木）10：00 ～

　（₁）　令和₅年度事業報告について

　（₂）　令和₆年度事業計画について

　（₃）　第12回定時総会の開催について
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◆第₁回正副会長会議《富山商工会議所ビル／Web併用》

　₄月22日（月）15：00 ～

　（₁）　能登半島地震に伴う全浄連からの『見舞金』の配付に

ついて

　（₂）　令和₆年度・₇年度役員及び各委員会委員の改選につ

いて

　（₃）　令和₆年度全浄連会長表彰、ＴＪＫ会長表彰について

◆第₁回保守点検委員会《富山商工会議所ビル》

　₄月23日（火）11：00 ～

　（₁）　保守点検委員会の新委員及び新理事候補者の選出につ

いて

　（₂）　会長表彰の優良技術者表彰候補者の選考について

　（₃）　第12回定時総会の運営について　他

◆第₁回製造施工委員会《富山商工会議所ビル》

　₄月23日（火）14：00 ～

　（₁）　製造施工委員会の新委員及び新理事候補者の選出につ

いて

　（₂）　会長表彰の優良技術者表彰候補者の選考について

　（₃）　第12回定時総会の運営について　他

◆青年部会　第₁回幹事会《富山商工会議所ビル》

　₄月25日（木）14：00 ～

　（₁）　青年部会の組織（案）について

　（₂）　青年部会活動等について

◆令和₅年度事業の監査《富山商工会議所ビル》

　₄月26日（金）14：00 ～

　　稲場智久監事、矢竹晃監事により実施され、「令和５年度

の事業報告と決算について事務局から説明を受け、関係書類

等を監査した結果、違反する重大な事実はなく、会計処理も

適正に行われていると認めました。」との報告を受けました。

◆第₁回総務委員会《富山商工会議所ビル》

　₅月₈日（水）15：00 ～

　（₁）　第₁回定例理事会提出資料について

　（₂）　記念講演について　他

◆第₂回保守点検委員会（書面表決）《富山商工会議所ビル》

　₅月13日（月）14：00 ～　

　・　保守点検委員会の新委員及び新理事等各候補者の選出に

ついて

　・　結果：保守点検委員20名　賛成20・反対₀
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◆第₂回製造施工委員会（書面表決）《富山商工会議所ビル》

　₅月13日（月）15：00 ～　

　・　製造施工委員会の新委員及び新理事等各候補者の選出について

　・　結果：製造施工委員14名　賛成14・反対₀

◆第₁回定例理事会《富山商工会議所ビル》

　₅月17日（金）14：00 ～（本紙₉頁に掲載）

◆全浄連北陸地区協議会　第₁回各県会長会議《Web会議》

　₅月21日（火）11：00 ～

　（₁）　令和₆年度役員等改選に伴う候補者の推薦について

　（₂）　浄化槽設備士講習、浄化槽管理士講習のオンデマンド講習について

　（₃）　能登半島地震に伴う浄化槽被害等現況、浄化槽復旧工事について

◆職員による事務所周辺の清掃活動

　₅月30日（木）17：00 ～

　「ごみゼロの日（₅月30日）」に合わせて実施

◆第12回定時総会記念講演《富山国際会議場》

　₆月₄日（火）14：00 ～

　会員及び行政担当者　60名参加（本紙₅頁に掲載）

　演　　題　「自宅でも避難所でも困らないトイレ対策」

　講　　師　特定非営利法人日本トイレ研究所

　　　　　　代表理事　加藤　　篤　氏

◆第12回定時総会《富山国際会議場》

　₆月₄日（火）15：00 ～（本紙₃～₇頁に掲載）

◆第₁回臨時理事会《富山国際会議場》

　₆月₄日（火）16：10 ～（本紙₉頁に掲載）

◆青年部会　第₂回幹事会《バール・デ・美富味》

　₆月12日（水）17：00 ～

　（₁）　富山に eco とプロジェクトについて

　（₂）　令和₆年度活動計画について

◆青年部会　第₁回全体会議《バール・デ・美富味》

　₆月12日（水）17：30 ～

　（₁）　浄化槽協会青年部会の組織図について

　（₂）　令和₆年度活動計画について

◆浄化槽法指定検査機関東海北陸ブロック協議会　理事会

　₆月20日（木）13：00 ～� 《岐阜県岐阜市》　

◆第₂回総務委員会（書面表決）《富山商工会議所ビル》

　₆月27日（木）16：00 ～

　（₁）　令和₆年度第₂回臨時理事会の書面決議による開催について

　　・　結果：総務委員₉名　賛成₉・反対₀
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　（₂）　給与規程の改正について

　　・　結果：総務委員₉名　賛成₉・反対₀

◆全浄連　第12回定時総会・第37回全浄連会長表彰《東京都》

　₆月28日（金）13：00 ～・15：00 ～（本紙₇頁に掲載）

　　当協会の島　正己氏（元理事・㈱アムテック）と佐々木隆輔氏（理事・ニッコー㈱）が全浄連会長

顕彰を、栗林卓也氏（理事・㈱西原ネオ）が全浄連会長表彰を受賞されました。（本紙₇頁に掲載）

◆第13回富山にｅ
い

ｃ
い

ｏ
こ

とプロジェクト事業　36名参加

　₇月₇日（日）8：30 ～

　・　射水市庄西町地内　六渡寺海岸周辺の清掃活動を実施

　・　大人31名､ 小人₅名　計36名が参加しました。

◆第₂回臨時理事会（書面表決）《富山商工会議所ビル》

　₇月10日（水）16：00 ～（本紙10頁に掲載）

◆第₂回正副会長会議《富山商工会議所ビル /Web 併用》

　₇月22日（月）11：00 ～

　（₁）　災害対策マニュアル改定に向けたシンポジウムの開催

について

　（₂）　今後の日程について

◆第₁回臨時総会《富山商工会議所ビル》

　₇月26日（金）14：00 ～（詳細は、下記に掲載）

◆第₃回臨時理事会《富山商工会議所ビル》

　₇月26日（金）14：20 ～（本紙10頁に掲載）

◆浄化槽法指定検査機関東海北陸ブロック協議会　第₁回検査員連絡会《愛知県名古屋市》　

　₇月29日（月）13：00 ～

第₁回臨時総会を開催
日時：令和₆年₇月26日（金）午後₂時

会場：富山商工会議所ビル

　総会は、冒頭の上田会長あいさつの後に、

島　尚之 氏（㈱高岡市衛生公社）を議長として

進められました。

　決議事項は、₆月₄日開催の第12回定時総会で

選任された19名の理事に加えて、新たに₂名の理

新 理 事　熊　野　　真（公益社団法人富山県浄化槽協会）

　　　　　原　野　　誠（有限会社クリーンアクト砺波）

臨時総会　出席者：84名

� 《出席14名、議決権行使書69名、委任状₁名》

事を選任するものであり、議長は本総会の中で立

候補者がいないことを確認し、₇月10日に書面表

決により開催された第₂回臨時理事会で承認さ

れ、₇月26日開催の審議委員会で適正と報告され

た候補者案により採決を行ったところ全会一致で

承認され、新たに理事₂名が選任されました。
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　　　１）　「ロ．概ね適正」の内訳（46基、57件）
指　摘　内　容 件　数

① 保守点検の未実施（消毒の実施あり） 20
② BODが「不可」の範囲（30mg/ℓを超えている） 16
③ 深く埋設（かさ上げ30㎝を超えているが、維持管理可能） 14
④ その他 7

合　　計 57

　　　₂）　「ハ．不適正」の内訳（₃基、₄件）
指　摘　内　容 件　数

① し尿以外の雑排水未接続（一部未接続を含む） 3
② 保守点検の未実施（消毒未実施） 1

合　　計 4

　（₂）　判定別検査基数
判 　 　 定 「�イ．適正」 「�ロ．概ね適正」 「�ハ．不適正」 合　計

検 査 基 数 152基 46基 ₃基 201基
構成比（％） 75．6% 22．9% 1．5% 100%

　（₃）　厚生センター・保健所管内別及び市町村別の検査状況
所 管 新川厚生センター 魚津支所 中部厚生センター
対 象 数 15 2 30
検 査 数 15 2 30
受 検 率 100% 100% 100%
市 町 村 黒部市 朝日町 入善町 魚津市 滑川市 上市町 立山町 舟橋村
対 象 数 10 3 2 2 25 1 4 0
検 査 数 10 3 2 2 25 1 4 0
受 検 率 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% －

所 管 射水支所 氷見支所 砺波厚生センター 小矢部支所 富山市保健所 高岡市 合計
対 象 数 10 35 38 25 24 22 201
検 査 数 10 35 38 25 24 22 201
受 検 率 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%
市 町 村 射水市 氷見市 砺波市 南砺市 小矢部市 富山市 高岡市 合計
対 象 数 10 35 34 4 25 24 22 201
検 査 数 10 35 34 4 25 24 22 201
受 検 率 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%

₁．第₇条検査
　（₁）　検査基数

対象数（注１） 検査基数 実施率（％）
201基 201基 100%

（注１）：新たに設置され、その使用開始日が令和₅年₁月～令和₅年12月までのものの合計数。

令和₅年度　法定検査実施結果



浄化槽とやまNo.96 16

　　　１）　「ロ．概ね適正」の内訳（1,034基、1,445件）
指　摘　内　容 件　数

① BODが「不可」の範囲（30又は120mg/ℓを超えている） 581
② 清掃が必要 312
③ 送風機の稼働状況（故障、停止、風量低下等） 248
④ 各単位装置内の水位及び水量の状況に異常有 64
⑤ その他 240

合　計 1,445

　　　₂）　「ハ．不適正」の内訳（80基、160件）
指　摘　内　容 件　数

① 漏水 39

②
消毒未実施 38
保守点検未実施 39

③ 送風機の稼働状況（故障、停止、風量低下等） 10
④ その他 34

合　計 160

　（₂）　判定別検査基数
判 　 　 定 「�イ．適正」 「�ロ．概ね適正」 「�ハ．不適正」 合　計

検� 査� 基� 数
（うち、採水員検査数 )

14,431基
〈773基〉

1,034基
〈95基〉

80基
〈2基〉

15,545基
〈870基〉

構成比（％） 92.8% 6.7% 0.5% 100%

₂．第11条検査� �� �� �� �� �
　（₁）　検査基数

対象数 検査基数 実施率（％）
36,766基（注2） 15,545基〈うち、採水員検査分870基〉 42.3%〈うち、採水員検査分　2.4％〉

（Ｒ₄年度　37,124基） （Ｒ４年度�15,194基）〈うち、採水員検査分�796基〉 （Ｒ4年度�40.9％）〈うち、採水員検査分�2.1％〉
（注₂）：令和₅年₃月末基数から年度中の廃止及び休止を引いた基数

　（₃）　厚生センター・保健所管内別及び市町村別の検査状況
所 管 新川厚生センター 魚津支所 中部厚生センター
対 象 数 4,945 1,837 4,844
検 査 数 1,457 595 1,714
受 検 率 29.5% 32.4% 35.4%
市 町 村 黒部市 朝日町 入善町 魚津市 滑川市 上市町 立山町 舟橋村
対 象 数 2,602 1,332 1,011 1,837 2,215 818 1,807 4
検 査 数 898 379 180 595 1,024 215 473 2
受 検 率 34.5% 28.5% 17.8% 32.4% 46.2% 26.3% 26.2% 50.0%

所 管 射水支所 氷見支所 砺波厚生センター 小矢部支所 富山市保健所 高岡市 合　計
対 象 数 2,337 3,391 4,887 3,061 6,059 5,405 36,766
検 査 数 790 1,481 1,972 1,079 4,202 2,255 15,545
受 検 率 33.8% 43.7% 40.4% 35.2% 69.4% 41.7% 42.3%
市 町 村 射水市 氷見市 砺波市 南砺市 小矢部市 富山市 高岡市 合計
対 象 数 2,337 3,391 3,936 951 3,061 6,059 5,405 36,766
検 査 数 790 1,481 1,584 388 1,079 4,202 2,255 15,545
受 検 率 33.8% 43.7% 40.2% 40.8% 35.2% 69.4% 41.7% 42.3%
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浄 化 槽 管 理 士 講 習

浄化槽設備士講習（オンデマンド講習）

〜今後、対応可能な講習会のご案内〜

▪受 講 資 格　学歴、実務経験等の資格要件は特にありません。

▪受 講 時 間　80時間（13日間）

▪受　講　料　153,400円（浄化槽設備士資格取得者で､ 講習教科目一部免除希望者は142,100円）

▪講習日程等　次の表のとおり実施します。

▪受 講 資 格　₁級又は₂級管工事施工管理技士の資格を有する者

▪受 講 時 間　37時間

▪講 習 期 間　49日間

▪受　講　料　133,100円（浄化槽法に基づく浄化槽管理士で講習教科目一部免除希望者は125,400円）

▪講習日程等　次の表のとおり実施します。

講習期間 講習地 受付機関

R₆.₉.30（月）～10.12（土） 東 京 都 （一社）東京都水環境システム協会 ☎03-6458-4614

R₇.₂.10（月）～₂.22（土） 〃 （公財）日本環境整備教育センター ☎03-3635-4880

R₆.₉.₂（月）～₉.14（土） 福 岡 県 （一財）福岡県浄化槽協会 ☎092-947-1800

R₇.₃.₃（月）～₃.15（土） 〃 〃

R₆.11.11（月）～11.23（土） 愛 知 県 （一社）愛知県浄化槽協会 ☎052-481-7200

R₆.11.₅（月）～11.17（土） 鹿児島県 （公財）鹿児島県環境保全協会 ☎099-296-9002

R₆.12. ₂（月）～12.14（土） 香 川 県 （公社）香川県浄化槽協会 ☎087-881-6600

R₆.12.₉（月）～12.21（土） 大 阪 府 （一社）大阪府環境水質指導協会 ☎072-256-1056

講習期間 効果評定日 開催地 問い合わせ先

R₆.₈.21（水）～10.₈（火） R₆.10.15（火） 東 京 都 公益財団法人
日本環境整備教育センター講習担当

〒130-0024　東京都墨田区菊川2-23-3　
☎03-3635-4882　

ホームページ　https://www.jeces.or.jp

R₆.₈.21（水）～10.₈（火） R₆.10.15（火） 大 阪 府

R₆.₉.26（木）～11.13（水） R₆.11.20（水） 東 京 都

R₆.₉.26（木）～11.13（水） R₆.11.20（水） 福 岡 県

R₆.10.22（火）～12. ₉（月） R₆.12.16（月） 東 京 都

◎　講習の受付期間や申請書の入手方法については、上記受付機関にお問い合わせください。

　令和₆年度より、浄化槽設備士講習は、オンデマンド講習のみとなる予定です。

　講習時間37時間の講義動画を講習期間（49日間）内にオンデマンド視聴した後に、効果評定日に対面

で効果評定（試験）を受ける方法に変更されたので、ご注意ください。受講申請の際には、効果評定の

受験が可能な開催地、講習期間を選択してください。
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〈入会・退会〉　なし 　氷見市：　　₀件（累計₁₃₄件）

　黒部市：　　₆件（累計₂₆₀件）

　高岡市：　₁₅件（累計₃₀₇件）

　滑川市：　₁₄件（累計　₁₄件）

保守点検・清掃・法定検査を一つの契約で
適正な維持管理と法律を守ることにつなげる

「一括契約」を推進しましょう！

◎会員情報 ◎浄化槽の一括契約状況（Ｒ5.4.1〜Ｒ6.3.31）

○新規浄化槽設置基数 ○浄化槽の廃止届出基数
Ｒ５ Ｒ４ Ｒ３ Ｒ２

富 山 支 部 19 19 41 34
新 川 支 部 11 20 28 17
中 部 支 部 26 20 46 38
高 岡 支 部 49 56 71 55
砺 波 支 部 51 59 50 55
合 計 156 174 236 199

Ｒ５ Ｒ４ Ｒ３ Ｒ２
富 山 支 部 195 182 274 2,951
新 川 支 部 157 180 232 209
中 部 支 部 117 113 156 185
高 岡 支 部 97 73 107 97
砺 波 支 部 108 130 126 210
合 計 674 678 895 3,652

◎厚生センター等からの届出数（R₅.₄.₁〜 R₆.₃.31受付数）

▪ご案内

◎とやま環境フェア2024
　開催日：令和₆年10月12日（土）～13日（日）�
　会　場：富山産業展示館テクノホール
� �（富山市友杉）
◎富山県総合防災訓練
　開催日：令和₆年₉月29日（日）
　会　場：黒部市（黒部市総合公園）・入善町・

朝日町
◎令和₆年度浄化槽管理士試験
　開催日：令和₆年10月20日（日）
　開催地：宮城県・東京都・愛知県・大阪府・

福岡県

◎「第38回全国浄化槽技術研究集会」及び「第
46回浄化槽行政担当者研究会」

　開催日：令和₆年10月30日（水）～31日（木）
　開催地：長崎県長崎市（出島メッセ長崎）

　下記のとおり事務所を休業とさせていただきますので、ご理解の程
よろしくお願いいたします。

８月１４日（水）、１５日（木）の₂日間

◎協会事務局からの「夏期休暇」のお知らせ

▶令和₆年₇月末現在
　　　　　　正会員　　　　９３社
　　　　　　賛助会員　　　１３社
　　　　　　計　　　　　１０６社

訃　報
本年₆月12日に当協会の専務理事・
事務局長　寺井　健雄 氏がご逝去
されました。
ここに謹んでご冥福をお祈り申しあ
げます。






